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　　 オ トシ ブ ミ類 に お け る 1揺籃 内の 卵数 と 卵寄生 蜂 ，

特に オ トシ ブ ミ タ マ ゴ バ チ PoγoPoea 　morimotoi 　Hirose の

　　　　　　　　　　　　　寄生 と の 関係
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は　 じ　め　に

　オ トシ ブ ミ科 の 甲虫 は，よ く知られて い るよ うに，各種の 植物の 葉を巻 い て 揺籃を作り，

そ の 中に 卵を 産 み こ む．そ の 際， 1 つ の 驫籃内に 産 まれ る卵 の 数 は オ トシ ブ ミの 種類 に よ

つ て 著 しく相違するが ， い わ ゆ る オ トシ ブ ミ類 （オ トシ ブ ミ亜 科 Attelabinaeを指す）で

は チ ヨ ッ キ リゾ ウ ム シ 類 （特に チ ョ ッ キ リゾウ ム シ 亜科 Rhynchitinae の ハ マ キ チ ョ ッ キ

リ族 Byctiscini） と違 い ， 1揺籃 に た だ 1個 の 卵を 産むの が 普通で あ る． オ トシ ブ ミ類 で

は揺籃 は常 に 1枚 の 葉 で 作られて お り，通常 1頭 の幼虫 しか 生育 で きない ． しか し， オ ト

シ ブ ミ類 で も種 類 に よ つ て は， しば しば 2 個以 上 の 卵 を 1 つ の 揺籃の 中に 産む場合 が み ら

れる．岩田 （1935） に した が え ば，その よ うな場合 に は ，

』
孵化 した幼虫は闘争性が 顕著で ，

彼等 の 間 で 共喰い が起 り，結局， 1頭 の 幼虫が生存する こ とに な る とい う． した が つ て，

こ の よ うな オ ト シ ブ ミ類 の 産卵習 性 は種族維持 の 観点 か らす れ ば
一

見無駄な よ うに も思わ

れる． と こ ろが ， 今 こ こ に 卵寄生蜂の存在を考え る と，
1揺籃中に 寄主卵が 2 個 以上 ある

時，蜂 が そ の
一

部を 見逃 し て 寄生 しな い とす れ ば，少 な くとも寄主卵 の うち 1 個が寄生さ

れず に残つ て い れ ば，蜂の 寄生 は そ の 揺籃 に 関す る限 り寄主個体群 の 変動 に 影響しな い こ

と に な り， オ トシ ブ ミ類の こ の ような習性 は む しろそ の 種 と して の 生存価を高 めて い る と

み られ な い こ と もな い ．
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　本論文の 一部 は 日本昆虫学会第 25 回大会 （盛矚，ユ965）におい て 講演 した．
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　本 論文 で は オ ｝シ ブ ミ類の 卵寄生 蜂，特 に オ トシ ブ ミタマ ゴバ チ （新称）Porop 　oea 〃mori −

motoi 　Hirose とそ の 寄主 につ い て ， 野外で 実際 に こ の 間 の 事情が どうなつ て い るか を述べ
，

関連 した問題点 に つ い て も触れた い ．

　本文 に 入るに 先立ち ， 日頃御指導 い た だ く，九州大学安松京三 教授，平嶋義宏助教擾 に

厚 く御礼申 し上 げ る． また，こ の 論文の 草稿を 読ん で い ただ き，有 益 な 助言 を い た だ い た

九 州大学鳥！妥酉蕨教授，小野勇
一

助教授，長i哘県農林セ ン ター大串竜
一

博士，オ i・シ ブ ミ

科 の 甲虫 に つ い て 適 切な 知見を教示され ， そ の 他研究上諸種 の 便宜を図つ て い ただい た農

林省林業試験場森本桂博十，揺籃の 採集 に 協力い ただ い た農林省東北農業試験場前 田泰生

氏 に深い 感謝の 意 を表する．

オ トシ プミ類，特にオ トシプミタマ ゴパ チの 寄主における

　　　　 1揺籃内の 卵数の 変異 と幼虫問 の 共喰い

　オ 1・シ ブ ミタマ ゴ バ チ は 1963年に 記載されたタマ ゴ ヤ ドリコ バ チ科の 蜂 で，目本鷹 の オ
．

トシ ブ ミ科の 卵寄よヒ蜂 と して は，もつ と も普逓 に み られ る もの で あ る （Hirose，1963）．現

在，次に 挙げ る 10 種の 寄 ・l！iがe‘S
・
］られ，な お 今後も多 くの 寄：kの 追加が 見込 まれ る多食寄生

性 の 種 で あ るが，こ れまで の と こ ろ寄主 の 範囲はオ ｝シ ブ ミ亜科に 限 られて い る．
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1

ヒ メ ゴ マ ダ ラオ ｝ シ ブ ミ

ヒ メ コ ブオ トシ ブ ミ

ウ ス モ ン オ トシ ブ ミ

ヒ メ ク ロ オ トシ ブ ミ

ウス ア カ オ トシ ブ ミ

ア カ ク ビ ナ ガ オ 1・シ ブ ミ

ェ ゴ ツ ル ク ビ オ トシ ブ ミ

ヒ ゲ ナ ガ オ トシ ブ ミ

リ ュ イ ス ア シ ナ ガ オ ｝シ ブ ミ

ア シ ナ ガオ トシ ブ ミ

　　 Paroplapoderus 　vanvotxemi 　Roelofs

Phymatapode’
『
us 　pavens　Voss

Apoderus　baJteatus　Roe 弖ofs

／4．8厂ンthrogaster 　VoUe 範hoven

！望．rubens 　Mots．　ch ．ulsky

　　 Paracentrocor丿，nus 　nigricoltis 　Roe 互ofs

　　 Cyenotrachelus　nitens 　Roelofs

Paratrachelophorus　tongieorn〜s 　Roe 童ofs

　　　　 Henicolabi’51ewisii 　SharP （新記 録）

Phialodes　ru．fipenn’s 　Roelofs

　私 は 1959年以来，
こ の 蜂 の 寄主 に 当 る各種の オ トシ ブ ミの 揺籃を，主 と して 福岡市付近

で 採集 して きた．得 られ た資料 は 譜 画的 なサ ン プ リン グに 基づ い て い な い し ， 調査個体数

も少 な い の で ，厳密 な検討 に は醗 え られ な い が，寄璽オ ｝シ ブ ミ類の 1揺籃内の 卵数 と こ

の 蜂の 寄生状況の 概略を知 る こ とはで き たと思われ る．

　 まず，第 1表 に は本種 の 寄主 で ある 7種の オ トシ ブ ミの 1 揺籃内 に産 まれ た卵数の 変異

を示す． こ れで み る と，大部分 の 種で は 1 揺籃 に 111司の 卵を産む （以下，岩 田 （工935） 1こ

した が つ て 1卵性と呼ぶ ）傾向が 強い ．　しかし， ア カ ク ビ ナ ガオ ｝シ．ブ ミで は 1揺籃 に 2

個 の 卵を 産 む頻度が 最 も高 く，1揺籃 に 最大 4個 ま で の 卵 が見出 され て い る； した が つ て ，

こ の 種 で は 1 揺籃に 2卵以上を産む （以下，岩出 （1935）に し た が つ て多卵｛生と呼 ぶ）傾

回が む しろ正 常で あ る とい え る．
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第 1表．オ トシ ブ ミ タマ ゴバ チ の 寄主 オ ｝シ プ ミ類数種 に おけ る 1揺籃内の卵数 の変異．

用
た
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植
名
−、、ブシトオ主寄 採　　集

　　　　　　採 集場 所
年 月 日

321
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数

揺

総

1揺籃内の 卵数 玉揺．籃、
内の 平

4 均卵数

ヒ メ ゴ マ ダ ラ 　エ ノ キ 30．V．1959福 岡 県 猪 野 1815 　2 　1 　0 　1．22

ヒ　メ　コ 　ブ　コ ア カ ソ　2．VI．1959福 岡 県 若 杉 山　3434 　 0 　 0 　0 　1．　00

　　　　　　　　コ　 ナ　 ラ 30．IV ．1960福 岡 県 猪 野　 2822
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　同 上 27．V．　 1961 　 同 上 　 31． 512952 ．45
ズ ミ 28．V．1962長野県 南 箕輪イ；寸106485161 ］．62
　同 上 20。V ，1963 　 ［tij 上 　 10635561411 ．82

エ ゴ ツ ル ク
．
ビ

エ ゴ ノ キ 16．VI．1959福 岡県 三 日 月 LLT　 3330 　3 　0 　0 　L　O9
　同 上 30．IV．1960福 岡 県 猪 野 4227 　 i4101 ．40
　同　上　　29．IV．1961　　 同　 上 　　　　5554 　　1　 0　 0　 1．Ol
　同 上 29．IV ．1961 　 同 上 　 656SOOO1 ．　OO

リュ イ ス ア シ ナ ガ
ケ　ヤ 　キ 22．V ．1965福 岡 県英・．彦 山　132132　 0　 0　 0　 ユ，00
1司 上 23．V ．1965 　 聞 上 　 33330001 ．00
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24　　24　　0　　　0　　0　　1，00
68　 65　 3　　 0　 0　　1．04
37352 　00LO5
75　　74　　1　　　0　　0　　1，01

　ア カ ク ビ ナ ガオ トシ ブ ミ と 同様， オ トシ ブ ミ類 で 1揺籃の 中 に 2 個以上 の 卵 を産 む の が

む し ろ普通で ある種 は こ れ まで しば しば報告 されて い る．た とえ ば，Silvostri（1916）に よ

れば，Attelabus　nitens 　ScoP ．で は 2 〜4 個の 卵 が産 ま れ て い る揺籃 が ただ 1個 の 卵 が 産

まれて い る揺籃 よ りも高 い 割合で 見出 されたとい い ，Lengerken （1954）は こ の 種で は 最

大 7 個の 卵が 1 揺籃 に 産
．
まれ る こ とを 記録して い る．ま た K6no （1930）は セ ア カ ヒ メ オ ｝

シ ブ ミ Apoderus 　geminus　Sharp で は 1 揺籃 に 1〜 3個 の 卵を産むが，3個 の卵 を産 む場

合が普逓 で あると記 して い る，

　
一

方，第 王表 で は 1揺籃に 1 個 の 卵を産む大部分の 種 の 中で もヒ メ ゴマ ダ ラ オ トシ ブ ミ，
ヱ ゴ ツ ル ク ビ オ トシ ブ ミ，ヒ メ ク ロ オ トシ ブ ミに は 2 個 の 卵 が 産 まれ て い る 揺籃 もか な り の

頻度で 見出 され，前 2 者 の 場合，1 揺籃 に 3 個の 卵が産 ま れた 場合もあつ た． こ の よ うな

種は ヒ メ コ ブオ ｝シ ブ ミ や リュ イ ス ア シ ナ ガ オ トシ ブ ミの よ うな完全 な 19iヨ性 の 鍾とア カ

ク ビ ナ ガ オ トシ ブ ミの よ うな多卵性 の 種 の 中間的 な性 質 を示 して い る と慰 われ る の で あ る

が，注 目す べ きこ とは， こ れ らの 種 で は採集 の 年次 や場所 に よ つ て ， そ の よ うな性質 が著

し く変化 して い る とみ られ る こ とで あ る．た とえ ば，第 1表 に示すよ うに ユ％ 0 年4 月 30日，
福岡市近郊の 猪野で 採集 され た エ ゴ ツ ル ク ピ オ 1・シ ブ ミの 揺籃 に は 2 鬮の 卵が産 まれて い

る揺籃 が全 採集揺籃数 の 1／3 に上 り，3 個の 卵が産まれ て い る揺籃 も採集さ れた の に ，翌
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年 4 月29日，i司所の 同
一

の 樹で 採集 した揺籃 で は 全採集揺籃数 55 掴の うち，2個 の 卵が産

まれて い た揺籃 は わずか 1個に す ぎな かつ た し，別 の 樹で 採集した 65 個の 揺籃で は 2 個 の

卵が産まれて い る もの は全 くな か つ た．同 じよ うな事実はナ ミオ トシ ブ ミ Apoderus／eketli

Roelofs に もみ られ る．岩田 （1935） は本種 の 1揺籃 中に 2 個以上 の 卵が入 つ て い た揺籃

が全採集揺籃数の 約 40％に およん で い た と報告したが，K6no （1930）は 1司種 の 1 揺籃中の

卵数 は 1〜2 個 で，2 個の 場合 は稀で あ る と記 して お り， 両者の 報告に著 しい 開 き が あつ

て ，
こ の 種で も 1揺籃に 2 個 以 上 の 卵を 産む性質が 固定した もの で はない こ とを示し て い

る ようで ある． こ の ような性質が 遺伝的 な もの か， あ るい は環境の 影響を 受ける単 な る生

理 的な もの か ， 現 在の と こ ろ全 くわか らない ． い ずれ に して も ， オ トシ ブ ミ類の ！揺籃内

の 卵数は大な り小 な り変異を伴 な うもの で ，・多 卵 性の 種 ま た は 多卵性の 傾向を もつ 種がオ

トシ ブ ミ類 の 中に少な か らずみ られ るこ とは明 らか で あ る．

　さ て，一
般 に オ 十シ ブ ミ亜科 で は 1 つ の 揺籃 で 2 頭 以上 の 幼虫が 生育す る こ と は困難 で

あ る．そ れに もか か わ らず，種 に よつ て は多卵性の 揺籃 がか な り高い 頻度で 出現するわけ

で あ るが，岩 田 （1935）は 多卵性揺籃で は孵化幼虫に 著しい 闘争性があり，共喰い の結果，

結局 1 頭が 生き残る こ とを ナ ミオ ト シ ブ ミで 実験 的 に 確か め k ． また，私 も多卵性の 顕著

な ア カ ク ビ ナ ガ オ ｝シ ブ ミの幼虫がきわめて 闘争性が強 く， 共喰い を行な うこ とを観察 し

て い る．一
方，平野 （ユ952）は ヒ メ ク ロ オ トシ ブ ミで 2 頭 の 老熟 幼虫の 入つ て い る揺籃や

3 頭の 蛹 の 入つ て い た 揺籃 を採集した こ とを報告 し，岩 田 （1935） も エ ゴ ツ ル ク ビ t トシ

ブ ミで の 実験で は幼虫間の 共喰い を確認す る に は至 らなか つ た．確か に オ トシ ブ ミ の 種 に

よ つ て ，また幼虫の 令 に よつ て ，幼虫の 闘争性 icは多少 の 違 い は ある こ と も考 え られ る．し

かし，ア カクビ ナ ガ オ h シ ブ ミ， ヒ メ ク ロ オ トシ ブ ミ． エ ゴ ツ ル ク ビ オ トシ ブ ミな ど多卵

性揺籃が しば しば み ら れ る種 で ，私は幼虫や 蝋 が 2 頭以上入 つ て い る揺籃は全 く観察 して

い ない し，平野 （1952） も彼 の 報告 した 例は 異常な もの で あ る として い るの で ，

一
般に 多

卵性揺籃で は幼虫間の 共喰い が 起つ て い る と考 えて よ い よ うで あ る．

寄主オ トシ ブ ミ類の 亙揺籃 内の 卵数 と関連 した

　　 オ トシプ ミタマ ゴパ チの 寄生の 評価

　先 に述 べ た よ うに， 1揺籃内の 卵数に 違 い の ある各種 の オ ト シ ブ ミ個体群の 増殖 に 対 し

て オ ｝シ ブ ミ タ マ ゴバ チ の 寄生はどの よ うに評痲で き る だ ろ うか．

　まず，第2 表に は，第 1表 に 掲げた各種 の オ トシ ブ ミの 採集揺籃 につ い て ，揺籃 お よ び

寄主卵に 対す る こ の 蜂 の 寄生状況を示した．寄生 の 有無の 判定に 当つ て は，Trichogramma

属の 蜂 な ど に よ る寄生 の 場合と同 様， こ の 蜂の 寄生卵 が い わゆ る黒化現象を示す こ とを利

用 した．採集 した揺籃 を 用 い て，内部の 寄主卵をとり出し，シ ャ ーレ の 底 に 敷い た湿つ た

ろ紙上 に置い て 観察して い る と，蜂の 寄生を受けない 卵で は黄色 で ， こ の 色の まま 後 に寄

主幼虫が孵化する が ， 蜂 に寄 生 され た 卵は 日数を経 る に した が つ て 次 第に 褐色 に 変り，蜂

の 羽化前 に は幾分赤味を帯び た 黒 仏を 呈 す る よ うに な るの で ，両者 の 区別は容易で ある．
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第2 表．オ トシ ブ ミ類数種 に 対す るオ ｝シ ブ ミタ マ ゴバ チ の 寄生。揺籃 に 用 い られ た

　　　植物名，採集牢月 日，採集場所は第 1表 に 対応 して い る の で 省略した．

＿ 。 ブ 、講 憲。韈灘 璽簫…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 数
A 　 　 　B　 　 　C 　 　 　D

18　　　 − 　　　　− 　　　　　22　　　12

内
寄

籃
均
数

揺
平
卵

1
の

主

　

率生
 

　

寄率生
11

寄

⊇
AooMC百

oo刈
弖
Aoo刈

旦
DE

尸

ー

ヒ メ ゴ マ ダ ラ 54，5％ 1．22

ヒ メ コ ブ 　34 　18 　18 　 3418 　52．952 ．9％ 100 ％ 1．00

　　　　　　　　至8
・ メ ク ・ 　 軅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 14

21　 　 187
　　 　 7

15　 　 126
　 　 5

31　 2348
　　 750
　 1515
　 　 6

74．1　　 64．2　　 85．7　　 1，21
14，5 　　 15．9 　 玉00 　　　 1．09
30．0　　　25．5　　　 80，0　　　1，06
40．0　　　35、7　　　83．3　　　1．07

ア カ ク ビ ナ ガ

18　 　 14　 　 5　　 39
30＊ 　　 27　　　20　　　　73
105＊

　　　65 ＊ ＊
　　37 ＊ ＊

　　170
105：1 　　68 ＊ ＊

　 41＊＊　 192

22　　　56．3　　　 27．7
59　　　　80，8　　　66．3
78 ＊；k　 45．8＊ ＊ 　　35，2zz−

107＊ ＊
　　55a　7 ＊ ＊

　　39．　O ＊ ＊

30 　　 83．3 　　 81，8
39 　　 72．2 　 　 67．5
39　　　　78．0　　　　77．5
27　　　 42．8　　　 42，8

35．7 　　2．16
74．1　　　2．43
56．9＊ ＊　　1．61
60．3＊ ＊

　　1．82

エ ゴ ツ ル ク ビ

33　 　 30　 　 27
40 ＊

　 32　 　 27
49＊　　 39　　　 38
63＊

　 27　 　 27

！
0
詫
等

03

δ
∂

55

く）

90．0　　　　1，09
84．7 　 　 1．35
97。4　　　　1，02
100　 　 　 1．00

リュ イス ア シ ナガ

1

132　　　　31　　　 31　　　 132　　　31　　　 23，5　　　 23．5　　　100
33　　　29　　　29　　　　33　　 29　　　87．9　　　8Z　9　　 100

！．00LOO

　 　 　 　 　 　 　 　 　23＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 63 ＊

ア 　 シ 　 ナ 　 ガ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 33 ＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　74s

ユ6　　 16
23　　 23
ユ1　　 10
52　　 52

2
丿

455
2
〆
り
勹
」

7

16　　　69．5　　　 69．5
23　　　35，9　　　36、5
11　　　31．4　　　30，3
53 　　 70．6 　　 70．2

100　　　 1，00
ヱ00　　　 1，01
90．9　　　　1，06
100　 　 　 王．01

i

＊

第1 表と一致し な い の は，寄生の 有無が判定で きなか つ た揺籃を除い た た め で あ る．
＊＊ オ ｝シ ブ ミタ マ ゴ バ チ に近似す る Poropoea 　Sp ．の 寄生 もか な り認 め られ た が ， 寄生

　 卵で 識別 で き ない もの もあつ た の で，両者の 寄生 を一ま と め に して 示 して ある．

　さて ， 第 2 表 で は 蜂の 寄生を 評価す る寄生率と して 3種類の 値を算出 した．今 ， 採集 し

た寄主卵 の 総数 を D と し，寄生 され た寄主卵数を E とす れ ば，E ／D ×100 は普通の 意味で

用 い られ て い る い わゆ る寄生率で ある． と こ ろ が， こ の よ うな寄生率は必ず し も蜂 の 寄生

が 寄主個体群 に 与え る影響を 示す もの で は な い． なぜ な ら， 既 に述べ た よ うに ， オ トシ ブ

ミ類 で は 1揺籃内に 2 個以上 の 卵が産まれた場合，孵化 した幼虫閥に 共喰い が起つ て ，結

局 ユ頭 が生 き残 るに すぎな い の で ，多卵性揺籃 で は少 な くとも 1個 の 卵 が寄生を免れれば，

それ は揺籃内の どの 卵 に も寄生 を 全 く受け なか つ た場合と結果に お い て 阿じこ とに な る か

らで あ る． した が つ て， オ ｝シ ブ ミ個体群の変動 に影響 を与 え る卵期の 死 亡率 は嵜生蜂 に

よ る死亡 も含め て ，卵単位で な く揺籃単位で 考えられる 必要があ る．そ こ で ，　こ の ような

意味で の 寄生率は採集した 揺籃の 総数をA ， 1揺藍内の 全寄主卵が 寄生 さ れ た 揺籃数をC

と して CIA ×100で 算畠 され るべ きで あろ う，以下，前者を寄生率 王，後者を審生率 IIと
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呼ぶ こ とに す る．

　さ て ，第 2 表で わか る ように ， 多卵性揺籃の 出現頻度 の 高い ア カ ク ビ ナ ガ オ ｝シ ブ ミで

は寄生 率 1 と寄生率 IIの 聞 に 著 しい 開 きを 生 じ，前者よ りも後者 の 値はずつ と小さ くなつ

て い る．一
方， 1 卵性の 傾向の 強 い 寄主 で は こ の 開きは少 な い ． こ れ は きわめて 当然の こ

とで ， どの 揺籃 に も常 に 1個の 卵しか見出 され な い ヒ メ コ ブオ トシ ブ ミや リ ュ イ ス ア シ ナ

ガ オ トシ ブ ミな どで は寄生率 1 と寄生率 II とは完全に
一

致す る．多卵性揺籃の 場合，寄生

率 互と寄生率 II の 値の 違 い に は ，寄主 の 1揺籃中の 卵数の 頻度分布の 型 とそ の ような卵数

の 頻度分布を示す寄主揺籃に 対す る蜂の 寄生 の 仕方 が 閧係 して い る と思 われ るが，結局の

と こ ろ， こ の 2 つ の 値の 違 い は 1 揺籃 に 2 侮「以上 の 寄主卵が ある場合に， そ の
一

部の 卵 に

しか蜂が寄生 し な い こ と に よ つ て 主 と して 生ず る もの で あ る．す な わち，蜂 の 寄生が揺籃

を 単位として みれ ば内部の 卵に 対して all　or　none で は 起 つ て い な い とい うこ とで あ る．

多卵性揺籃 に 対し て こ の よ うな蜂の寄生の 効果が実際 に どの 程度あがつ て い る か をみ るた

め に は， 1個 の 卵 に で も寄生が 認 め ら れ た 寄主 揺籃数 （B ） と 1揺籃内の 全寄主卵が寄生

され た揺籃数 （C ） とか ら得 られ る ，
CIBXIOO をそ の 指数 とす る の が 適 当 で あろ う・ こ

の 値 は前述 の 寄生率 工や 寄生率 II とは範ちゆ うが 異 な り， 寄生 された もの の 中で の 寄生 の

寄主の 生寿：に対す る実際の 効果を 見て い る寄 生 率 で あ り，こ こ で は 仮 に 寄生 率 IIIと呼 んで

お こ う．第 2表 で み る と多卵性揺籃を作 る こ との 多い ア カ ク ビ ナ ガ オ トシ ブ ミ な どで は こ

の 値 が非常 に低 い 場合が あり，多卵
．
吐揺籃 の か な り の も のが 蜂 に 全卵寄生 され る こ とか ら

免 れ て い る こ と を示して い る・

　多卵性揺籃が しば しば出現す る 寄工 に つ い て ， い ろ い ろ な数の 卵が 産まれて い る揺籃 に

対 して どの よ うに 蜂の 寄生 が 起つ て い るか の 詳 しい 分析 が で き れ ば， こ の 峰 の 寄生 を 評価

す る上 で
一一

層有益 で あ ろ う．一
口 に 1揺籃に 2 個以一ヒとい つ て も，2 卵， 3卵，4 卵の 各

場合に 寄生の 汢 方 は 岡 じとは 眼 ら な い ，第 3表 に は第2 表に掲げた資料の うちか ら多卵 性

の 最も著しい ア カ ク ビ ナ ガ オ トシ ブ ミ 4 例と若干多卵性の 傾 向 を示 す エ ゴ ッ ル ク ビ オ トシ

ブ ミ 1 鰍，計 5 例に つ い て ， い ろ い ろな数 の 寄主卵の 産まれ た揺籃 に対す る蜂の 寄生 状況

を 示 した．た だ し，　こ の 表 で は 長 野県南箕輪村 で 採集した ア カ ク ビ ナ ガオ トシ ブ ミの 揺籃

に 未同 定の Poropoea　sp．もか な り高い 割合で 寄生 して い た が ， 蜂 の 羽 化 しな い 卵で は両者

は 区別 で き なか つ た の で ， 両者の 寄生を
一

まと め に して 示 して あ る．こ れで み る と，出現頻

度の 低い 4 個 の 卵 が産 ま れ て い る揺籃で も全卵寄生 されて い る場合 もあれ ば， ま た そ の 1

部 の 卵 に しか 欝生 されて い ない場合もあつ て ， 詳 しい 分析が 必要で ある ． こ の 表で 示 さ れ

る よ うな資料 を 用 い て ，Varley（1941）が ヤ グル マ ギ ク の 頭状花の 中 に い るい ろい ろ な 数 の

Urophora　iaceanaの 幼虫 に 対 して E
’
urytoma 　curta の 嵜生を分析した よ うに，ある い は

Kulman （1965）が Ryacionia　buoliana の い ろ い ろ な大 き さの 卵塊に対して Trichogram −

ma 　minutum の 寄生を分析 した よ うに， い ろ い ろな 数の 卵が 産 ま れ て い るオ トシ ブ ミの 揺

籃 に対す る オ トシ プ ミ タマ ゴ バ チ の 寄生 の 佳方 を分 析す る こ と がで き よ う．　しか し， こ こ

に 示 した 資料 は そ の よ うな分析 をするに は調査個体数が少なす ぎるし， また個 々 の 場合に

寄主 ， 寄生蜂 の 密度関係 が 明瞭で な い 上，別 種 の 寄生蜂に よ る寄生と区別 して い な い 場合

瑠 〉

「
夷广

羣占

棄
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麗

謹
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第 3表．多卵性寄主 に おける オ ｝シ ブ ミタマ ゴバ チ の寄生．
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も含まれて い る の で，こ こ で は 表を掲げ るだけ に と ど め た い ，

　な お，第 3 表の最後 に 2 卵以 上 の 卵が 1 揺籃に産 まれ て い た ， い わ ゆ る多卵性揺籃 に つ

い て 寄生率 IIIを算出して み た が ， こ れ で み る と 25〜56％の 値が得られ て い る． こ の こ と

は い い か え れ ば 多卵性揺籃 の 実に 44〜75％が 蜂 に お そわ れ て もそ の 内部の 少 な くとも 1卵

は な お そ の 寄生を 免れ る こ とを意味する，寄生を受けな い オ トシ ブ ミ類 の 卵の 未孵化率 は

きわ め て 低い の で ，こ れ らの 揺籃で は ほ とん ど確実 に 幼虫が 生存す る こ とに な る．

ー層

オ トシ ブ ミタ マ ゴパ チ の 産卵行 動

　オ トシ ブ ミ類 の 揺 籃 に対す る蜂 の 寄生 の 仕 方を 分析す る上 に も，野外で の 蜂 の 産卵行動

の 観察が 大い に 参考 と な る こ と は い うまで も な い ． 2 個以上 の 卵が 産まれて い る揺籃 に 対

す る蜂 の 行動は， こ れ まで 閙題 と し て きた 多卵性揺籃 へ の 蜂 の 寄生を評価す る 1 つ の手掛

りを与え る と思わ れ る．私 は幸 い 野 外 で 多卵性寄主 に 対する オ ｝シ ブ ミ タ マ ゴバ チの 産卵

行動を観察す る機会に 恵ま れ た の で 以下に記録して お きた い ，

　観察は 1961年 5 月27 日，高知 市秦泉寺で 行 なわ れ ， 寄主 は ウ シ コ ロ シ の 葉を巻 い て い た

ア カ ク ビ ナ ガ オ ｝シ ブ ミで ある．
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　 〔観察例 1〕　 午前 9 時 30分， 3頭の 蜂 が 揺籃 の 表 面 に い るの を発 見す る．3頭とも揺

籃の測面部の 主として 中肋 に近 い 部分 に 対 し， 産卵管を挿入 して は抜 くと い う動作を何回

とな く繰 り返 して い る． 1回 の 産卵管を挿入 して い る 時聞 は 30秒〜 1分閼で 1分置き ぐら

い に 少 しつ つ 場所を変えて は 産卵管を挿 入 す る， 3頭の 蜂 の 間 に 個体間の 干渉 は ほ とん ど

認 められ なかつ た．約 20 分間観察 し た後，な お も産卵管挿入行動を続ける蜂を追 い 払 い ，

揺籃の 内部を 調べ て み る と 2 個の 卵があ つ て ， 内 1個が 寄生 さ れ て い る こ とが後日判明 し

た．

　 ⊂観察例 2 〕　 午前 10 時，オ ｝シ プ ミが揺籃を巻き終つ た直後 に 1頭 の 蜂 を揺籃上 に 発

見する。蜂 はオ トシ ブ ミが 近 ず くと揺籃 の 反対側 に 廻 り， オ トシ ブ ミを 避 け る．オ トシ ブ

ミが 去つ た後で，約 1時間，蜂は前例と同様 な揺籃上で の 産卵管挿入を続けた．な お も産

卵管を挿入 しよ うとす る蜂を 追 い 払 い ，揺籃 の 内部を 調 べ て み る と 1個 しか卵 が な か つ た

が，それは寄生 されて い る こ とが 後 日判関 した，

　 〔観察例 3〕　 午前 11 時，オ トシ プ ミの 揺籃 の 巻 き上げが 完了 す る 直前， 1 頭 の 蜂 が揺

籃上 に い る のを 発見す る．オ トシ ブ ミが 近づ くと蜂 は反対側 に逃 げる．オ ト シ ブ ミ の 去つ

た後で 約 30 分間蜂 は産卵管 の 挿入を繰 り返した，な おも産卵管挿入行動を続け る蜂を除い

て，揺籃 の 内部を調べ て み る と，
1個 の 卵が あり， そ れは 寄生 されて い な い こ とが 後 日判

明した．

　以上 3 つ の 観察例か ら， 多卵性揺籃に対する蜂 の 寄生 の 評価に 関連 して ，次 の よ うな点

が 指摘で きる．

　1） 全観察例 に 共通 して い る が， 揺籃中の 審主卵 に封す る産 卵管の 挿入 は 少 し つ つ 場所

を 変え て 繰 り返 し行 な われ る こ とか ら， こ の 動作は多分に試行錯 誤 的で ある こ とが示唆さ

れ る，そ の た め に，寄主 の 見 逃 しが しば しば起つ て ，
1揺籃内の 少な くとも 1卵が寄生を

免れ る こ と に な るこ とも推察され る。 しか し， こ の 点は 時間 をか け る こ と に よ つ て か な り

補 わ れ て い る可能性が あろう．

　2） 観 察例 1 で 明 らか な よ うに， 同
一一ee籃上で 同時に複数の 蜂が干渉 な く産卵で きる．

産卵中の蜂 の 同種個体間 に干渉が な い か ら， 産卵 は能率 よ く行 な わ れ る の で ，1 揺籃内の

少な くと も 1卵が寄生を 免れ る機会は
一

孱 少 な くな る こ とに な ろう．

　3） 観察例 2 で揺籃内の 卵 （こ の 場合は 1卵）に 産卵した の に ， さ らに 産卵管の挿入行

勤 を続け よ うとした こ と は，蜂 は た と え揺籃内の まず 1個 の 寄主卵に 産卵を終え た と して

も， さ らに 同
一

揺籃上で 他 の 卵 を探索し続け る こ とを意味 して い る よ う で あ る． こ の 場合

揺籃内部に 1卵しか なかっ た の に， 蜂が探索を続行した こ とは ， 蜂が揺籃内部の卵数は認

知出来な い こ とを 示すの で あろ うか． と もか く，多卵性揺籃 の 場合に そ の 内部の 全卵が 寄

生され るよ うな事態 は （2）で 述べ た 1揺籃へ の 複数 の 蜂 の 攻撃 だ けで な く，
1 揺籃 を 1頭

の 蜂が攻撃した場合 で も起 きるの だ とす れ ば， 1揺籃内の 少なくとも 1卵 が 寄生を免れる

機会 は一
層少な い こ とに な ろ う，
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論 議

　 さて ，幼虫間の 共喰い を招 くオ トシ プ ミ類 の 1揺籃 に 2 個以上の 卵を 産 むよ うな一見不合

理 な 習性 は なぜ み られ る の だろ うか．既 に 前世紀の 中頃，Stollwerck（1857）は Atteiabus

nitens につ い て こ の ような疑間を抱き，そ の卵寄生蜂 Poropoea 　stollwercki 　F6rster の 存

在と結び つ けて 次 の よ うな説明を試 み た．す なわち， オ Fシ ブ ミは普通は 1揺籃 に 1 個 の

卵を産むの で あるが，揺籃 を巻 く途 中で オ ｝シ ブ ミが 卵寄生蜂 の 出現 に気づ くと，少 な く

と も 1個の卵が 蜂 の寄生を免れ るよ うに さ らに余分の 卵を産む．そ の結果，オ トシ プ ミ は

種 を確実に 繁殖 させ る こ とが で き る と い うの で あ る，こ の StoUwerck の 説明は 自然現象
一

般 に 対 して 安易 に 疑人的な合 目的的解釈を 下 して い た 当時 の 風 潮 を反映 した もの で 、 こ の

点 は後年 WoH （1915）に よつ て きび しく批判されて い る．　 Wolffの 批判 は 当然として ， さ

らに Stollwerck の 説の 1 つ の 誤 りは，蜂の 飛来が 常 に オ トシ ブ ミの 揺籃作成中 に み られ，

オ トシ ブ ミ母 虫 と蜂 の 対面は 不 可 避 とす る 点 に あ る と思 わ れ る， Stollwerck（1861）が た

また ま野外で 実際 に 観察 した例が そ うで あつ たし，最近 で は Daanje （1956）も P．　stolt ．．

werelci の 産 卵管 が短 い の で A ．　nitens の 卵が わずか の 葉層で 覆われ て い る時だ け しか 産卵

で きず， そ れ は オ トシ ブ ミ が産卵 した 直後か ら揺籃 の 巻 き上 げの 終る まで の わ ずかの 問だ

と述べ て揺籃上 で の 両者の 遭遇は必然的なもの とみて い る ようで あ る． しか し，Silvestri

（1916）は 同 じ寄主 と寄生蜂の 間 で 寄主 の 揺籃完成後の 蜂の 産 卵を 確 認 して お り，また 先 に

述 べ た 私 の 観察例 も蜂 の 産卵 は 揺籃完成後に も可能 な こ とを 示 して い る
1． した が つ て ，必

ずしもオ トシ ブ ミ母虫 と蜂 とが揺籃上 で遭遇する とは 限らない とい え る、要す る に， オ ト

シ ブ ミが 1揺籃 に 2 個以上 の 卵を産 む と い う行動は蜂の 存在 と は 全 く独立の もの で あ る こ

とは 明 らか で あ る．特定 の オ ｝ シ ブ ミの 種 に み られ る多卵性揺籃の 出現 は その 種 に特有な

習性とみて よい よ うで あ り
2，環境条件の 影響も否定 はで き な い として も，卵寄生蜂 の 存在

が そ の 直接 の 契機 とな つ て い る と い う Stollwerck の 説が 誤りで あ る こ と はい うまで もな

い 。 しか し，オ Fシ ブ ミ類の い くつ かの 種 に みられる多卵性揺籃 の 存在が，現実に は 1揺

籃内の 少 な くと も 1 卵の 寄生を 免 れ る機会 を増 し，寄主の 生存を保証 して は い な い か と い

う疑閥 は今日な お検討す る意義が あ る と思 う．既 に 示したよ うに ア カ ク ビ ナ ガ オ トシ ブ ミ

や エ ゴ ツ ル ク ビ オ トシ ブ ミの 多卵性 の 揺籃 で は少 なくとも 1 卵がオ トシ ブ ミタ マ ゴ バ チ の

寄生を 免れ る場合は しば しば 起つ て い る，前述の 私が観察した ア カ ク ビ ナ ガ オ トシ ブ ミの

ー

’
：》

1 オ ｝シ ブ ミ類の卵寄生蜂の うち で オ トシ ブ ミタマ ゴバ チ や P．stoltwercki な どよ りもさ

　らに 産卵管の 短かい
一

群 の 種類 ， た とえば P ．reticulata 　Hiroseや ア カ ク ビ ナ ガオ トシ ブ

　 ミに 寄生す る Poropoea 　sp ．な どで は 揺籃完成後 に 果 して 蜂 の 産卵が 可 能か若干疑閊が

　あり，今後 に興味ある問題を残 して い る．

2 大串竜一
博士 （私信） に よ れば， 卵の で きる生理 的速度 と揺籃を作る速度 の 不

一
致 に よ

　る と の 考え方， ある い は成虫 の 発生時期に揺籃に利用 し うる適度 の 軟かさ の 葉 の 絶対 量

　が不足 して い た とす る考え方もで きる と い う． した が つ て 習性とい うあい まい な語を用

　い る こ と は適当で な い かもしれ な い が ， 本論文 で は便宜的に も一応こ の語 を用 いて 論を

　すすめ て い る． い ずれ に して も，オ トシ ブ ミ類各種 の 卵巣生理 な ど の点 を今後もつ と研

　究 して み る必要が あろう．
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揺籃上で の オ トシ ブ ミ タ マ ゴバ チ の 産卵行動 か ら判断す る と，蜂 は揺 籃中の 寄主卵に 対し

て 試行錯誤的 に 産卵管を挿入 して， うま く行 き当つ た寄主卵 に 産卵す る ら し く，蜂が揺籃

を 発見で きた として もす ぐ簡単 に は 寄主卵に産 卵で きな い こ とも考 え られ る． しか しそ れ

に し て も，一
度揺籃を訪ずれた蜂 は長時聞か け て 徹底的 に 内部 の 卵 を探索 し続 け る もの の

よ うで あり， また同
一
揺籃上で 複数の 蜂 が 互い に干渉 な く産卵 を 行なつ て い る． また一

方，蜂 は た とえ揺籃内の まず 1個 の 寄主 卵 に産 卵を終 え た と して も． さ らに 同
一

揺籃 上 で

他の卵を探索し続け る可能性 もある． そ れ に もか か わ らず 既 に み た よ うに 多卵性揺籃 内の

一
部の 卵は 蜂の 寄生を しば しば 免 れ る わ け で，そ の 結果，多卵性揺籃の 生存価 は高い こ と

に な る．

　既 に 第 2表で 示 した よ うに， オ トシ ブ ミタマ ゴバ チ の 寄生率 は種 に よつ て ， また同
一種

で も場所 や時期に よ つ て 違い は あ るが ， 寄生 率 II を とつ て み て も最大約 90％，平均 30〜

60％の 値を示 して い る．卵〜蛹 の 期間を揺籃 の 保護 の 下で 過 す オ トシ ブ ミ類に とつ て ， こ

の よ うな 高 い 卵期の 死亡 は種儼体群 の 大 き な 抑制要因 に なつ て い る こ と は容易 に 推察 され

る．一
方 ， オ トシ ブ ミ類 は 幼虫が 多少とも母虫の 保護を 受 け る 昆 虫の 常 と して ， 工頭 の 雌

の 産卵数 は きわ めて 少 な い と思われ る． こ れ まで オ ］・シ ブ ミ類 の 1雌産卵数の 信頼で き る

記録 は ほ とん どな い が
L，母虫労働の 複雑化 と産下卵 の 巨大性 （岩 田，1966）は こ の 類 の 寡

産傾向を示す もの と みて よ い で あ ろ う．低 い 産卵能力 を もつ オ トシ ブ ミ類 に とつ て， 1揺

籃 に 2個以上の 卵 を産 み こ む 習性 は，種個体群 の 大 き な 抑制要因 と み られ る卵寄生蜂 の 高

い 寄生率を緩和し，生存価 を高 め る点を考える と，幼虫間 の 共喰い に よ る多少 の 個体数の

損失を見こ ん で も， な お か つ 寄主 の 生存に有利 に 働い て い る よ うに み え る．多卵 性揺 籃が

た またま卵寄生蜂 の 寄生 を受け な い場合で も，孵化後 の 幼虫が 共倒れ に 終 る こ とな く，共

喰い に よつ て 確実 に 1 頭が 生 き残る こ と に も注目しな ければな らな い ．卵寄生 蜂 に隈 らず，

揺籃を単位 として 内部 の 卵 に all 　or　none と して 働 か な い 卵期の 死 亡 要 因が オ ｝シ ブ ミ個

体群変動の key　facterと な つ て い る とすれば，より確実に 1頭の 幼虫 の 生存を保証す る前

述 の オ トシ ブ ミ類 の 産卵習性 に は 適応的意 義 が あ る とい わねばな らな い ．しか し，こ の 点に

つ い て の 明確 な結論 を得る に は， こ れまで 全 く研究され て い な い オ トシ ブ ミ類 の 個体群動

態 に つ い て の 知 見が必要で あ る．卵期の 天敵に して もオ Fシ ブ ミ タ マ ゴ バ チ な どの 卵寄生

蜂以外 に Diptera の 1種 2
や Thysanopteraの 1 種 （岩 田，1935）な ど がい て，そ の 働 き方

も関係して くる で あ ろ う．さ らに，多卵性揺籃 の 出現 の 鎖度が，既 に述 べ た よ うに，同
一

種

で も時と場所で か な り変化するこ とも考慮す る必要が ある． こ こ で は オ ｝シ ブ ミ類 の 若干

1 平野 （1953） は ヒ メ ク ロ オ ｝シ ブ ミの 1頭の 雌成虫が大体 10〜20 個 の 揺籃を作 る と述 べ

　て い る （こ の 種は第 1 表 に 示 した よ うに 1揺籃 に 1〜2個 の 卵を 産む）．オ ｝シ ブ ミ類 で

　 は な い が，チ ョ ツ キ リゾ ウ ム シ 亜 科の Rhynchites 　betulae で は捕 え て 産 卵 させ た 雌成虫

　が 1頭 当り 49〜 62卵を産 ん だ記録が ある （Lengerken ，
1954）．

2 ゴ マ ダ ラ オ トシ ブ ミで 岩田 （1944）の 記 録 し た種 で は オ トシ ブ ミに は害 を 与え な い と述

　べ られて い る．岩田 の 報告 した種と同
一

か否かは不明で あるが，Pipteraの 1種の幼虫

　 が エ ゴ ツ ル ク ビ オ トシ ブ ミの 1 つ の 揺籃 に 1〜2 頭 い て 卵を喰害するこ とを私は確認 し

　 て い る．

霎、
票

嚢

羹
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嶷
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の 種 に みられ る 1揺籃 に 2 個以上 の 卵を産む習性は卵寄生蜂， 少な くともオ トシ ブ ミタ マ

ゴバ チ の 攻 撃 に対 して よ り高率の 幼虫の 生存を保証する可能性がある こ とを 指摘する に と

どめ た い ． 1揺籃 に 2 個以上の 卵 とい つ て も， 当然 そ の 数 に は上 限 が あ り，寄主 の 生存 か

らみた 1揺籃内の 卵数 の 適値がある はずで ある が，こ の 点 も今 後 に 残 され た 問題 で ある。

要 約

　オ トシ ブ ミタマ ゴバ チ は広 くオ トシ ブ ミ類 の 卵に寄生す るが， そ の 寄主 で あ るオ ト シ ブ

ミ類は 通常 1揺籃 に 1個 の 卵を 産 む ， しか し， ア カ ク ビ ナ ガ オ ｝シ ブ ミや エ ゴ ッ ル ク ビ オ

｝シ ブ ミな ど若干の 寄主で は 1揺籃 に 2 個 以上 の 卵 が しば しば 蘆まれる． そ の よ うな揺籃
で は孵化幼虫の 聞で 著 しい 共喰 い が 起 り， 結局 1頭 の 幼虫が生 き残るの で ， もしそ の 揺籃

で 少な くと も 1卵 が 蜂の 寄生を免れ る な らぱ，蜂 の 寄生 は 最終的に は 幼虫の 生存 に 影響 し

な い とみ る こ と が で きる．

　野外 で 蜂の 産卵行動を 観察す る と，蜂 は 揺籃上 で 長 時間，間断な く産卵管の 挿入 を 繰り

返 し，窪 た複数の 蜂が 1揺籃上 で 互 い に 干渉す る こ と な く産 卵で きる こ ともわか つ た． こ

の よ うな蜂 の徹底的な 寄主 の 探索 に もかかわらず，ア カ ク ビ ナ ガ オ トシ ブ ミの 場合に は，1

揺 籃 に 2 個以上 の 卵が産ま れ て い た 揺籃 の うちで ，44〜 75％ の もの は揺籃内の 少 な く と も

1 卵が 蜂の 寄生 を免 れ て 幼虫が 生存す る こ とを示 し た． こ の こ とから，1 揺籃 に 2 側 以上

の 卵を産む とい うオ ］・シ ブ ミ類 の 習徃は卵寄生蜂， 特に オ トシ ブ ミタ マ ゴバ チ の 攻撃を 避

け て ， よ り高率の 幼虫 の 生存を 保証 して い る とい え る， こ の よ うな オ トシ ブ ミ類の 一
部に

発 達 した 習性 は こ の 類 で は高率の 死 亡 が しば しば 卵寄生蜂 に よ つ て 齎 らされて い る こ と や ，

母虫 が 多少 とも幼虫を保護 す る習性か ら由来す る とみ られ る こ の 類 の 寡産性 と結びつ け て

考 え る と一つ の 適応的意義を 持つ て い る よ うで あ る．

…
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 (*gmafitsrb,ofuSo)

                               Summftry

 Porqpoea  merimotoi  Hirose  attacks  the eggs  of  varieus  species  of  Japanese  At-

telabinae. The  host weevils  usually  lay their eggs  singly  within  each  leaf roll.

In some  host species,  e. g,, Paracentrocerynus  nigricollis  and  Cycnotrachelus  nitens,

however, a  Ieaf roll  often  contains  two  or  more  eggs.  In such  a leaf roll  can-

nibalism  commonly  eccurs  among  the newly  hatched larvae, andthi.shabit  results

in the  survival  of  only  one  larva, For this  reason,  if at least one  egg  escapes

parasitizationby  P. morimotoi,  then,  such  egg  parasitism does not  ultimately  affect

the survival  of  a  single  host larva in the leaf rol!.

 Field observations  revealed  that the  parasite fernale continues  to insert repeated-

ay her ovipositer  into a  leaf roll for a  fairly long time. Another observation

also  indicated that  two  or  more  parasite females can  oviposit  simultaneously  en  the

same  leaf roll without  any  interferenee among  them,  In spite  of  suehathorough

search  for host eggs  on  the part of  the parasites, egg  parasitism of  Paracentro-

corynus  nigricotlis by  P. merimotoi  permitted  the  survival  of  at  least one  host larva

in 44-75%  of  leaf rolles  containing  twoor  inore  host eggs  each.  It may  be con-

cluded,  therefore, that some  protection against  the  attack  by egg  parasites is af-

forded  by  the habit of  the host weevils  ef  laying two  or  more  eggs  within  a  leaf

roll. This hablt might  have an  adaptive  significance  for the survival  of  weeyils,

because these  kinds of  leaf-rolling weevils  are  generally characterized  by  the

frequently  high  mortality  due te their  egg  parasites and  by the low  fecundity  
in

clese  connection  with  the maternal  care,


